
社会科学習指導案（地理的分野）
日 時 平成30年11月16日（金） 第３校時

対 象 １年２組（男子18名女子18名 計36名）

指導者 教 諭 川 上 慎 一 郎

１ 単 元 「ヨーロッパ州」

２ 単元の考察

本単元は，学習指導要領の地理的分野の内容Ｂ「世界の様々な諸地域」の⑵「世界の諸地域」②「ヨ

ーロッパ」を受けて設定したものである。この単元では，空間的相互依存作用や地域などに着目して，

主題を設けて課題を追究したり解決したりする活動を通して，各州の地域的特色を大観し理解させる

ことをねらいとしている。本単元で学習するヨーロッパ州は，歴史的には長い間世界をリードしてき

た地域といえる。中でも大航海時代と呼ばれる15世紀末から，進んだ科学技術や市民社会によってい

ち早く国民国家を形成したイギリスやフランスなどは，国力を増大させ，政治や経済，文化といった

面で世界中に影響を及ぼしてきた。その後，20世紀に起こった２度の世界大戦を経て，世界の政治・

経済の中心はアメリカに移った。ヨーロッパ諸国は東西の対立を経て団結を深め，世界への影響力を

高めると同時に，地域の平和を図るためにヨーロッパ連合（以下，ＥＵという。）を結成した。

生徒は，「地理の学習が将来役に立つ」と考えている生徒が30名（83％）おり，学習意欲も高い。

地理の学習をする時に好きな活動について聞いたところ，「テレビやインターネットの動画を使用す

ること」27名（75％），「地図を描くこと」13名（36％），「統計データを調べること」６名（17％）と

答える生徒が多く，「統計データを調べること」について活動内容を吟味する必要があることが分か

った。「世界の諸地域」において一番関心の高い州を聞いたところ，「ヨーロッパ州」17名（47％），「北

アメリカ州」15名（42％）と興味を持つ生徒が多く，「ヨーロッパ州」は生徒の関心が高いことが分

かった。ニュースを見るときに「世界の各地域のニュースを気にしているか」を聞いたところ，「気

にしている」12名（33％），「気にしていない」24名（67％）と「気にしていない」生徒の割合が半数

を超え，さらに世界の諸地域に関心をもたせられる授業をしていく必要性を感じた。

指導に当たっては，「今後，ＥＵはどのような課題を解決しなければならないのか」という問いを

設定する。ＥＵで見られる諸課題の要因や影響を，州の地域の広がりや地域内の結び付きなどに着目

して捉える学習を通して，ヨーロッパ州の地域的特色を大観させたい。また，鹿児島県中社研の「地

域と世界をつなぐ授業の創造」という研究テーマに沿って，身近なものからグローバルに考えさせ，

今後学習する大項目「Ｃ 日本の様々な地域」を視野に，我が国との比較や関連を図る視点を持った

授業づくりを行いたい。まず，世界国勢図会や各種統計データを活用し，ヨーロッパ州の自然環境や

ＥＵ統合の歴史を読み取っていくことを通して，多面的・多角的な視点でヨーロッパ州内の結び付き

と他地域とのつながりについての理解を深めさせていく。そして，ヨーロッパ州における「産業・貿

易」「文化・移民」「経済格差」についてに概観させ，ＥＵを構成する国の相互関係や域内の地域間格

差の実態を理解させ，ヨーロッパの地域的特色を追究させていきたい。



３ 単元の学習内容の構造化

アジア州では，人口の急増や急速な経済成長と地

域的経済格差，民族や文化の多様性などの地域的特

色が見られること

ヨーロッパの自然，人口，民族には様々な特色が見 ○ 北大西洋海流 ○ 偏西風

られること ○ 国際河川 ○フィヨルド

ＥＵが平和と繁栄を目的に，経済的・政治的な統合 ○ ＥＣＳＣ ○ ＥＣ

を強めていること ○ ヨーロッパ連合 ○ ユーロ

ヨーロッパ州では，ＥＵによる統合が進み，国家間
ＥＵが農業や工業において，国際的競争力を高めて ◯ 共通農業政策 ◯ 国際分業

の結び付きが強まる一方で，地域内の経済格差が進ん
いること ◯ 東ヨーロッパへの工場移転

でいること
ヨーロッパの文化には，言語や宗教，民族によって ○ ゲルマン・ラテン・スラブ系言語

様々な共通点や相違点があること ○ キリスト教 ○ 移民・難民

ＥＵが拡大していく中で，地域格差などの問題が発 ○ 経済格差 ○ 産業の空洞化

生してきていること ○ 国内総所得（ＧＮＩ）

国家間の結び付きに関わる一般的課題とＥＵにおけ ○ イギリスのＥＵ離脱 ◯ テロ

世界の州には，自然や産業，生活・文
る地域特有の課題があること ◯ 独立運動 ◯ 移民・難民

化，歴史的背景などに地域的特色が見ら

れること

アフリカ州では，モノカルチャー経済下で都市問題

や環境問題が発生し，諸外国の協力を得ながら解決に

向けた取組が行われていること

北アメリカ州では，大規模農業や最先端の技術を利

用した工業が行われ，世界経済に大きな影響を与えて

いること

南アメリカ州では，地域開発などによる森林破壊が

起こり，開発と環境保全の両立が課題になっているこ

と

オセアニア州では，旧宗主国の欧米諸国に代わって，

経済的なつながりによりアジア諸国との結び付きが強

くなり，多文化社会の実現に向けた取組が行われてい

ること

概 念 的 な 知 識 事 実 的 な 知 識



４ 単元の目標

⑴ 国家間の結び付きを主題として，ヨーロッパ州の地域的特色について関心を高めさせ，意欲的に追究させる。

（社会的事象への関心・意欲・態度）

⑵ ヨーロッパ州の産業や貿易などを，自然的条件や社会的条件と有機的に関連付けて，多面的・多角的に考察させ，自分の言葉で表現させる。

（社会的な思考・判断・表現）

⑶ 様々な統計資料を用いて，ヨーロッパ州の地域的特色を読み取り，国家間の結び付きを明確にさせる。

（資料活用の技能）

⑷ 自然や産業，国家間の結び付き，歴史的背景などと関連付けて，ヨーロッパ州の地域的特色を自らが住む地域とかかわりをもたせ，理解させる。

（社会的事象への知識・理解）

５ 単元の指導計画と評価の重点（全６時間） 評価（授業中） 評価（授業後）

主な評価場面と学習内容 時 評 価 規 準 地域と世界をつなげて

（基本的な知識） 間 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 考える場面

ヨーロッパ州の自然・人口 ヨーロッパ州の ヨーロッパ州の地 様々な地図を活用して，

ヨーロッパ州の自然・人 雨温図や写真資料 図を描き，それぞれ ユーラシア大陸の東端の

口の特色を捉える場面 から，自然環境や の国の位置関係を把 島国・日本に対してヨー

１ 人口の特色につい 握するとともに，雨 ロッパ州は大陸と陸続き

○ 北大西洋海流 て意欲的に追究し 温図や統計資料など の半島であり，人の移動

○ 偏西風 ○ 国際河川 ようとしている。 を読み取ったりまと がしやすいということを

○ フィヨルド 【観察】 めたりしている。 考察する場面

【ワークシート】

ヨーロッパ統合の歴史 ヨーロッパ統合の 様々な資料を関連 ヨーロッパ連合と同じ

ヨーロッパ州が統合を進 理念について，歴史 付けて，統合の理由 ように，平和と繁栄のた

めた理由について，資料 的な視点から考察 と影響ついて読み取 めに東アジアでも同じよ

を基に考察する場面 １ し，表現している。 ったりまとめたりし うな政治・経済の地域統

【ワークシート】 ている。 合（東アジア連合）が可

○ ＥＣＳＣ ○ ＥＣ 【ワークシート】 能かどうかを考察する場

○ ヨーロッパ連合(EU) 面

○ ユーロ

ヨーロッパ州の産業・貿易 ヨーロッパの産 ヨーロッパの産業 100円ショップの製品

ＥＵの農業政策や国際分 業・貿易に関心を ・貿易の課題につい の中には，中国・東南ア

業について，資料を基に 持ち，意欲的に追 て，様々な資料から ジア製品だけでなく，東

考察する場面 １ 求しようとしてい 読み取ったり，まと ヨーロッパ製の品物が身

る。 めたりしている。 近に販売されていること

○ 共通農業政策 【観察】 【ワークシート】 を考察する場面

○ 国際分業

○ 東欧への工場移転

ヨーロッパの文化と移民 ヨーロッパ州の ヨーロッパ州が統 少子高齢化が進み労働

ヨーロッパ州の文化・移 写真資料から，文 合を進めることがで 者人口が減少している日

民の特色を理解する場面 化の特色や移民問 きた背景には，言語 本において，これから多

１ 題について意欲的 や宗教の共通性があ くの外国人労働者が来る

○ ｹﾞﾙﾏﾝ･ｽﾗﾌﾞ･ﾗﾃﾝ系言語 に追究しようとし ったことを理解して ことを考察する場面

○ キリスト教 ている。 いる。

○ 移民・難民 【観察】 【ワークシート】

ヨーロッパの経済格差 ＥＵが拡大してい ＥＵ構成国内の経 ＥＵが直面している経

ＥＵ構成国内で見られる く中で，経済格差の 済格差について，様 済格差についての問題

経済格差について，資料 問題の背景について 々な資料から読み取 は，日本においても同じ

を基に考察する場面 本 考察し，表現してい ったり，まとめたり ように深刻化しているこ

時 る。 している。 とについて考察する場面

○ 経済格差 【ワークシート】 【ワークシート】

○ 国民総所得(ＧＮＩ)

○ 産業の空洞化

ヨーロッパ州のまとめ これまでの学習内 これからのＥＵが解 ヨーロッパ州における

今後，ＥＵが解決すべき 容を基にして，これ 決すべき課題につい 国家間の結び付きによっ

課題について考察する場 からのＥＵの課題に て関心を持ち，意欲 て生じる課題を我が国と

面 １ ついて，様々な資料 的に追究しようとし 比較・関連する場面

を基に考察し，適切 ている。

○ イギリスのＥＵ離脱 に表現している。 【ワークシート】

○ テロ ○ 独立運動 【ワークシート】

○ 移民・難民

全６時間における各評価観点の配当時数 ③ ２＋① ３＋① ２ ○数字は，授業後に行う評価の回数を表す。



６ 本時の実際

(1) 主 題 「ＥＵは経済格差についてどのような課題を解決していくべきなのだろうか」

(2) 本時の目標

ア ＥＵの拡大に伴う経済格差の課題について，他者と協働して，互いの主張や問題点を検証し

ながら，資料を基に考察し，適切に表現している。 （社会的な思考・判断・表現）

イ ＥＵ構成域内の経済格差に関する様々な資料を読み取ったり，まとめたりしている。

（資料活用の技能）

(3) 主題の考察

経済の統合を進め，拡大を続けるＥＵは，加盟国間の経済格差という課題に直面している。EU
の東方拡大は，ヨーロッパの①安定化，②平和の確立，③長期にわたる経済発展にとって重要で

あるとされている。しかし，2004年以降のＥＵ拡大で，経済水準がＥＵ平均をはるかに下まわる

東ヨーロッパの国々が加盟したことにより，国どうしの経済格差はいっそう大きくなっている。

近年，多くの西ヨーロッパ企業が，安い労働力や安価な工業用地を求めて，東ヨーロッパ諸国に

生産拠点を移転する動きがみられる。社会主義体制の下で経済発展が遅れていた東ヨーロッパ諸

国の人々は，より高い賃金を求めて，西ヨーロッパ諸国へ移動する人が増えている。その結果，

西ヨーロッパの国々では，安価な労働力の流入による自国民の失業率の上昇，社会保障費の負担

増などいった社会不安が高まっている。一方，日本においても経済格差の問題が深刻化している。

OECD(2012)によると，日本の相対的貧困率は加盟国34か国の中で５番目に高い数値であり，その

数値は年々拡大してきている。鹿児島県においては，貧困状態にある子どもの割合が19.3％と全

国で４番目に高く，県による「子どもの貧困対策計画」の策定や，民間団体による子ども食堂の

開設が行われている。ＥＵが抱える経済格差の問題をどう解決するかについて考えることは，自分と「世

界」「地域（鹿児島）」をつなげて考え，行動できる資質・能力を育む上で，大きな意義があると考える。

生徒は，アンケート結果によれば，ヨーロッパと聞いて思いつくものとして，地中海性気候な

どの温暖な気候21名（58％），ＥＵ27名（75％），植民地支配・戦争の歴史23名（64％），など，自

然や歴史に関することを多く挙げていた。その一方で，イギリスのＥＵ離脱８名（22％）や移民

問題３名（８％），テロ４名（11％）など自然や歴史以外に関する内容については，あまり身近に

感じていないことが分かった。本時の学習の中核である「ＥＵ構成国内の経済格差」ということ

について記述する生徒はいなかった。これらのことから，生徒のＥＵに対する認識はテレビなど

から得る情報が多く，ＥＵ構成国内の状況や他地域との結び付きという視点で考えることが少な

いことが分かった。また，「日本は，先進国の中で格差は大きいと思いますか」については，とて

も思う７名（19％），やや思う６名（17％），あまり思わない12名（33％），全然思わない11名（31

％）と日本の格差については意見が分かれることが分かった。

指導に当たっては，ＥＵ構成域内の経済格差について，ＥＵ統合がもたらす成果と課題などを

地域の人々の生活と関連づけて多面的，多角的に考察し，国家の結び付きに関わる課題を捉えさ

せたい。ＥＵの公平，格差，世代間移動に関する世論調査(2018年４月)によれば，８割を超える

ＥＵ市民が，「自国の所得格差は課題である」，あるいは「自国政府は所得格差対策を講じるべき」

と感じており，格差に対する問題意識は極めて高い状況である。そこで，ヨーロッパにおいて経

済格差が生まれている背景を理解し，鹿児島における格差問題とも関連づけながら，経済格差の

課題についてまずは個人で考察させる。その後，グループによる意見交換を行い，クラス全体で

意見の可視化を図った後，再度個人によるまとめと振り返りを行う。この学習を通して，経済格

差は，他人事ではなく，自ら住む地域にも共通した課題であることを実感させ，世界や地域の課

題解決に積極的に関わろうとする社会認識の形成と市民的資質の育成を図りたい。



⑷ 本時の展開 （５／６）

主な発問や指示 時間 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 情報提示の方法と内容

＜問題把握＞
○ ワークシートで， ５ １ 前時までの学習内 １ これまで学習してきた，
前回までの学習内容 分 容を振り返り，単元 ＥＵが抱える課題について
を確認しよう。 の課題を確認をする。 振り返らせる。

２ 学習課題を確認す ２ 前時で学習した移民問題
る。 から，ＥＵ構成域内の経済

格差について関心を持た
今後，ＥＵはどのような課題を解決しなければな せ，学習課題を確認する。

らないのだろうか。

＜本質究明＞
○ ＥＵが解決してい ８ ３ ＥＵ構成域内の経 ３ 複数の資料を結び付けさ
くべき課題につい 分 済格差に関する資料 せることで，多面的・多角
て，自分の考えを発 を相互に関連づけて， 的に経済格差について考察
表しよう。 その課題と理由をま させる。

とめる。

【資料活用の技能】
他者と協働し，気付いた点について検証しながら，

ＥＵのよりよい将来を目指す上での課題について考察
し，表現している。

○ グループ内で話し 12 ４ 個人で考えたＥＵ ４ グループでの話し合いを
合ったことを基に， 分 の課題をグループで 基に，新たな視点の根拠に
自分の考えをまとめ 共有し，他者が考え 気づかせたり，今ある根拠
よう。 る，ＥＵの課題につ に新たな論拠を付け加えた

いて考察する。 りさせる。

○ ＥＵにおける課題 10 ５ 日本の格差に関す ５ 日本の地域（鹿児島）に
は，他の地域でも見 分 る資料と関連づけ， 関する経済格差の資料を用
られるだろうか。 ＥＵと日本の課題の いることで，ＥＵの課題を

共通性について考察 身近に捉えさせる。
する。

【社会的な思考・判断・表現】
他者と協働し，互いの主張の問題点や解決策を検証し

ながら，資料を基に世界と日本をつなげて考察し，表現
している。

○ なぜＥＵは東方拡 ８ ６ ＥＵが東方に拡大し ６ ＥＵ設立の理念である平
大を行ったのだろう 分 た背景を考察させる。 和と繁栄を想起させ，これ
か。 からのＥＵの将来像を捉え

させる。

＜洞 察＞
○ ＥＵの経済格差の ７ ７ ＥＵの経済格差につ ７ ＥＵの経済格差につい
課題についてまとめ 分 いてまとめる。 て，産業や地域内外との結
よう。 び付きなどと関連付けてま

とめさせる。

は評価場面， は授業中における評価観点， は授業後における評価観点

ワークシート

ワークシート

資料
ＥＵの経済格差

資料
日本の経済格差
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